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Ｑ　どんな相談ができますか？
Ａ　どんなことでも大丈夫です。まずは話し
てみて気持ちが楽になればいいなと思ってい
ます。

Ｑ　どんな内容の相談が多いですか？
Ａ　子どもに関する相談は当事者からという
より、「子どもの泣き声が激しい家があるけれ
ど…」など、ご近所の方が心配して連絡して
くれることがあります。それとなく見守った
り、心配な場合は、確認してから関係機関に
連絡します。

学校、行政機関、PTA、子供会、健全育成の会など
と連携し、地域のパイプ役も担っているということ
でした。ご近所づきあいの減っている昨今ですが、
静かに地域を見守ってくれている方たちという印象
をもちました。

暮らしのこと、困ったこと、悩みごとなど、一番身近な相談相手です。
相談内容に応じ行政機関との橋わたしのほか、子育て支援、高齢者福祉、
相談支援（介護や仕事など）と地域に関する幅広い活動を行っています。
相談の内容の秘密は守られます。

小金井市役所内第２庁舎内
地域の民生委員（市報 5/1 号、または市のHP  民生委員・児童委員 参照）
または地域福祉課地域福祉係（☎042 - 387 - 9915）へ
電話、面談
特に定めはないが、児童の場合は 18 歳まで
特に定めなし。都が決めた選任の要綱による。民生委員の中で主任児童委
員は、特に子どもの問題を専門的に対応できる人
可能。回数制限もなし。民生委員の交代も可能 
可能
特に制限なし

【住所（事務局）】
【連絡先】

【相談方法】
【子どもの対象年齢】
【相談員の資格】

【継続相談】
【子どもだけの相談】
【親以外の相談】

取材後記

相談の流れ

どなたが通報したかを明らかにすることはあ
りません。子ども同士のトラブルや学校のこ
となどについてご相談を受けることもありま
す。

Ｑ　お宅に連絡していいのですか？
Ａ　はい。玄関に「民生委員」とわかる札を
かけています。もし、自分の家に近くて話し
づらいということであれば、違う地域の民生
委員に話すこともできます。

き い て み た

し

ま し

Ｑ　どのような相談が多いですか？
Ａ　小さなお子さんのいる親からの相談もあり
ますが、福祉的な役割が主なので、子どものこ
とだけでなく、地域生活全般のご相談を受けて
います。
ひきこもりの相談などもあり、20 代、30 代が
多くなっています。他機関と協力して生活困窮
世帯の相談を受けることもあり、自立のサポー
トで、中３の受験生に学習支援の場につなげる
こともあります。一人親からの相談などは、関
係機関と連携します。

　福祉という幅広い視点から見守ってくれている方た
ちで、もっと多くの人にその存在を知ってほしいと思
いました。

小金井市本町５ - 36 - 17（2016.7 下旬移転予定）
（福）小金井市社会福祉協議会　☎ 042 - 387 - 0011
       k-chiiki-co@ace.ocn.ne.jp
面談・電話・メール
月曜～金曜　9:00 ～ 17:00
特に定めなし
都が定めた研修を受けています
可能。回数制限もなし。相談員の交代も可能
可能。直接来てください
特に制限なし

【住所】
【連絡先】

【相談方法】
【相談日】
【子どもの対象年齢】
【相談員の資格】
【継続相談】
【子どもだけの相談】
【親以外の相談】

取材後記

Ｑ　学校との連絡を取ることはありますか？
Ａ　相談者本人から了解を得られれば直接学校
に連絡することもできます。ＳＳＷとの情報交換
もしています。

Ｑ　子どもがいきなり行ってもいいのですか？
Ａ　はい、大丈夫です。緊急な場合以外は親に
黙っていることもできますので、遠慮なく来て
ください。
また、子どもからの電話やメールでの相談も受
け付けています。
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相談の流れ

* 民間の社会福祉活動を推進することを目的とした営利を目的としない民間組織のこと

引きこもり / 育児困難 / 介護のこと / 
ご近所がごみ屋敷　等々

例えば

お住いの地域の民生委員さんに 直 接 電 話 直 接 訪 問または

相談員と面談 必要であれば次の予約

：開所時間はいつでも受け付け ：いつでも受け付け

電話で予約
042 - 387 - 0011

（福）小金井市社会福祉協議会

面　談

メール電　話

こど
もOKこど

もOK

例えば例えば

子どもが元気に学校に通えるように
したい / いじめに遭っているのか心
配 / 障がいがあるので心配　等々

例えば






